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◎ 「能登棚田米」トピックス 

能登棚田米が「特 A」評価を受け

ました。 

 
お米の食味ランキングは、毎年、一般

財団法人日本穀物検定協会により実施さ

れ、その結果が公表されています。 

食味検査では、産地、品種ごとに実際

に炊飯した白飯を試食して食味官能試験

を行います。それらと複数産地のコシヒ

カリのブレンド米を基準米とし比較し、

特に良好なものを「特Ａ」、良好なものを

「Ａ」、おおむね同等のお米を「Ａ’」、や

や劣るものを「Ｂ」、劣るものを「Ｂ’」

としてランク付けしています。 

「特 A」評価といっても、翌年の評価

が保証されているわけではなく、毎年評

価を受けるものですので、本年産につい

ても高品質・良食味米の生産にむけ研鑽

を重ね、能登棚田米のＰＲにつなげてい

きましょう。 
 

◎ 栽培管理・技術情報 

(1) 育苗初期（緑化期３～５日程度） 

●ハウスに並べたらシルバーポリ等で

遮光し、緑化を開始する（床土が湿

っているようなら灌水しない）。 

●葉が緑色になったら直ちに被覆資材を取り外し、寒冷紗等の資材に変える。 

●灌水は極力控え、昼間２０～２５℃、夜間１５～２０℃ 

(2)育苗中期（硬化前期８～１０日程度） 

●晴れた日は、朝から換気を行い、夜間 10℃以下に冷え込むときは被覆し、保温に努

めます（昼間１５～２０℃、夜間１０～１５℃）。 

●灌水は、床土の乾き具合を見て朝１回、雨や曇りの日でハウスを開けない日は灌水し

ない。 

(3)育苗後期（田植え前８～１０日程度） 

●日中はハウスを換気し、苗を外気にならす。温度が上がりすぎるときはハウスの腰部

も開け、田植え 4～5 日前からは夜間も換気する。ただし、霜に注意し、極端に冷え

込む日は、早めにハウスを閉めて保温に努めるとともに、場合によっては被覆する。 

●灌水は毎朝たっぷり１回行う。２回目の潅水が必要な場合は、午後２時までにすませ

る。 
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ご不明な点、ご心配な点がございましたら、お近くの JA または、奥能登

農林総合事所（０７６８－２６―２３２３）までお問い合わせください。 


